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参加者割合 16.9％ 30.4％ 20.3％ 14.5％ 11.0％ 5.9％ 1.0％
うち特定の資格取得に
関係しない参加者割合 25.3％ 44.8％ 16.2％ 3.3％ 4.2％ 5.7％ 0.6％
うち特定の資格取得に
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図 5　日本におけるインターンシップの類型一覧
出所：経済産業省（2013）P.27 をもとに筆者作成一部編集
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3 － 2　インターンシップの教育的視点からみた意義
　近年、インターンシップは、大学におけるキャリア教育・専門教育を一層推進する観点から
有効な取り組みとされ、各大学で積極的に進められているプログラムである。インターンシッ
プを行うことで、教育活動と就業体験を通して社会と学生を結びつけることが可能となり、大
学等における教育内容・方法の改善・充実につながる有意義な取り組みとなる。インターンシ
ップ推進によるキャリア教育効果が期待できれば、学生が自身で将来の方向ついて意思決定が
できるということにも繋がる。また、キャリア教育の充実により、学生のキャリア意識の向上が
強くなれば自己肯定感も高くなり、将来の仕事や社会生活の不安も改善する効果も期待できる。
　本学経営学部においては、1年次から学生一人ひとりが社会と関わる接点として、積極的に
推進し教育効果を挙げる方向で、現在、学部教員一丸となって取り組んでいる。インターンシ
ップが学生の新たな学習意欲を喚起する契機となることを期待しているが、それだけではなく、
将来の就職活動に向けて主体的な職業選択や高い職業意識の育成に役立つプログラムであるこ
とも間違いない。また、就職後の職場への適応力向上と共に定着率の向上につながる有効な取
り組みにもなる。
4 ．今後に向けて
　本学でこれまでに実施してきた「インターンシップ」は、3回生夏学期 15回の授業で、基本
的ビジネスマナー、仕事の基本、企業研究、インターンシップ参加申込書の作成等、学生が就
業体験に参加するまでに必要な事柄を事前準備として学んだうえで、夏期休暇中に 1週間から
2週間の実習体験をもって授業として完結する。これまでのインターンシップは、図 5の類型
から体験中心のキャリアガイダンス型に分類される。特に、内容は仕事理解型に分類されるが、
採用選考に直結する就業体験になることもあり、就業体験終了後、同業種での就職を意識して
活動をする学生も出てきており、インターンシップが効果をあげる就業体験となっていた。
　事後学習については、3回生夏学期に履修する選択科目であったため、夏期休暇中の就業体
験終了後に体験レポートの提出と礼状の作成が主な最終課題として完結していた。しかし、今
後、オールインターンシップが経営学部企業専攻で必修科目として実施される場合、経営学部
の特長を生かした新たなインターンシップの方向性を検討する必要がある。今後の取り組みと
しては、就業体験終了後の事後学習の充実である。例えば、就業体験先の担当者を招き、事後
報告会等も積極的に実施することで、就業体験の振り返りも十分に行うこととなり、学生の教
育効果もいっそう高くなる。
　現在実施しているインターンシップは、図 5によると「キャリアガイダンス型」の類型に分
類される。今後の方向性としては、「キャリアガイダンス型」の体験だけにとどまらず、「キャ
リア教育型」のインターンシップも視野に入れ、社会人基礎力を備えリーダーシップのある学
生の育成にも少しずつシフトしていくことが必要である。そして、キャリア教育型に分類され
ている産学協働教育としてのプロジェクトの推進、中小・ベンチャー企業経営者との新規事業
への参画等リーダーシップを発揮できる学生の育成も検討が必要な課題である。
　グローバル化により働き方も変化を続ける企業と特定の課題に取り組むことや、調査・企画
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提案などに取り組むことで、学生が在学中に学んだ事柄を形に残すことができ、質の保証にも
繋がる。大学等で推進している学修ポートフォリオの蓄積にも大きな役割を担う取り組みとなる。
　インターンシップを必修化することによるキャリア教育支援の方向性としては、指導する教
員間の連携が不可欠であり、学生一人ひとりの学びをこれまで以上に可視化する方向で進めて
いくことが必要である。教育の効果をあげるためには、インターンシップを充実させることが
第一課題である。
おわりに
　インターンシップでの就業体験は、「社会人基礎力」として提唱されている『前に踏み出す力
（アクション）』『考え抜く力（シンキング）』『チームで働く力（チームワーク』等の力を総合的
に体験する良い機会である。「社会人基礎力」は従来、社会人として就職するまでに自然に身に
つくものと考えられていた。しかし、最近は社会に出る年齢になってもそうした力を備える機
会が困難になってきている。つまり、大学等を卒業して社会に出たとき、必要とされる「社会
人基礎力」が不足していることにより、せっかく学生が大学等で学び培った力を卒業後十二分
に発揮でないため社会で活躍できず、早期離職等のリスクを負うことになる。インターンシッ
プの就業体験は、それを回避することにも繋がる取り組みとして効果を発揮する可能性が高い。
　企業側においては、インターンシップで大学等と連携を図ることにより、産業分野の動向や
産業界等のニーズをリアルタイムで伝えることができるという利点もある。また、大学等でも
インターンシップで学生を送り出すことにより、企業等から就業体験の結果を通して得た情報
をキャリア教育に反映させることにもつながる良い機会となる。さらに、大学等と企業等の接
点が増えることでのメリットも大きい。例えば、①相互の情報交換の促進に繋がる、②企業等
にとって学生の考え方や現状を把握する機会となる、③将来必要な人材を確保するための採用
活動に有益な情報を得ることができる、等も考えられる。
　インターンシップでは、学生が大手企業や馴染みのある企業にばかり目を向けるのではなく、
中小企業や近年躍進しているベンチャー企業にも興味・関心を持ってもらう良い機会である。
キャリア教育として実施する就業体験は、中小企業等の魅力を発信する機会として大きな役割
を持っている。受け入れる側にとっても意義のある取り組みとして、今後さらに企業等と大学
等の連携により、将来必要な人材育成の場として大学教育を進める必要がある。インターンシ
ップの充実を図るためには、その教育目的を明確化し、学習効果やその評価なども含めて検討
しながら進めていく必要があり、次稿において引き続き論じることとする。
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